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創始者 ベーデン・パウエル レディ・ベーデン・パウエル

愛の暖かさ、神を愛する心、国を愛する愛、

お互いを愛する心。私たち世界連盟の会員たちは、

地球のほうぼうに住んでいますが、

この暖かい愛でお互いに手をつないでいるのです。

― B― Pのことば―
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テンダーフット や く そ く

私は

みんな します。

お  き  て
(プラウニー)1.私 はいつも明るく、勇気を持ちます。

2.私はいのちあるものを大切にします。
3.私はすべての人の友達となり、他のガールスカウトとは姉妹です。

(ジ ュニア 0シエア・ レンジャー・成人会員)

1.私はいつも明るく、勇気をもちます。
2.私はいのちあるものを大切にします。
3.私はすべての人の友達となり、他のガールスカウトとは姉妹です。
4.私は礼儀を正しくします。
5。 私は時間と資源を大切に使います。

6.私は自分で考え行動します。
7.私は言葉と行いに責任を持ちます。
8.私は誠実であるように努めます。
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や く そ く

わたくしは

ガールスカウトです。

わたくしは

よくみて よくききます。

神 (仏)に対する

つとめを行い

地域と国と世界への

責任を果たし

人に役立つことを心がけ

ガールスカウトの

おきてを守ります。



社団法人 ガールスカウト日本連盟

新 潟 県 支 部 認 可 証

社団法人 ガールスカウト日本連盟

新 潟 県 支部 支 部 旗
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支部長あいさつ

田ガールスカウト日本連盟 新潟県支部

支部長 高 野 桂 子

-5-

昭和50年 12月 24日、ガールスカウト日本連盟新潟県支部が誕生いたし

ました。当日は日本連盟から高山副会長と三角組織委員長が来県され、

初代支部長大井ヒデ姉に認定証と支部旗の授与がありました。

昭和24年からガールスカウト活動を続けておりました人達にとりまし

てこの日は大きな意義ある日で、ここで「一人前になったと言う証」を

頂き大変感激いたしました。

日連の方々をお送りするのに玄関を出た時、冬の空にされいな月が輝

いていたのを昨日の事のように思い出されます。

あれから30年経ちました。ここに支部設立に携わり御協力くださった

行政、地域の方々、賛助会員の皆様またガールスカウト活動に関わつて

こられた人達のお力で今日を迎えられたものと深く感謝申し上げます。

これまで順風満帆で活動出来てきたわけではありませんが、節日、節

目の年にはいろいろの行事をして参りましたが、今年は、30年を記念し

て三つの事業を計画いたしました。◎戸隠キャンプ (8月 )◎記念式典
(10月 )◎記念誌の発行です。
戸隠キャンプでは記録に残る豪雨の中をスカウトたちは一人も落伍す

る事なく元気に帰って参りました。このことはスカウトたち、指導者に

とって大きな自信になったと思います。記念式典もスカウトたちと若い

リーダーが中心となって立派に成功させました。

創始者、ベーデンパウエルは、次のような言葉を残しております。

『ボーイスカウト運動とガールスカウト運動とを較べた場合、実のとこ

ろガールスカウトのほうが大切な事を認めざるを得ない、それはガール

スカウトこそ将来の少年の母であるから』という風に言われています。

私たちは、この30年を節目に更に未来へ第一歩を踏み出し、ガールス

カウト活動を継承することに努力して参ります。今後とも皆様方の御指

導ご鞭撻を宜しくお願い申し上げます。



日本連盟会長あいさつ

田ガールスカウト日本連盟

会 長 東 山 元 子

新潟県支部のみなさま 本日は支部設立30年記念を迎えられほんとう
におめでとうございます。心よりお祝い申しあげます。同時に関わって

こられました多くの先輩諸姉、現支部役員の方々のこれまでのご努力・

ご尽力に対し、厚く感謝の意を表します。

この 8月 には戸隠ガールスカウトセンターにて記念キャンプを支部を

あげて挙行なさった由伺いました。指導者の皆様方のさびきびした動き、

次の世代を支える方たちの確かな歩みが感じられたとても良いキャンプ

であったことも伺いました。日本連盟よりお願いいたしましたウェス ト

ン祭のご協力を快くお引き受けくださり、この場をお借りして御礼申し

上げます。新潟県支部の熱心なお働きにより、今年最後となります戸隠

村としてのガールスカウトとの協賛事業となり、成功裡に終わりました

こと感謝申しあげます。

思い出に残る大きい事業を心を合わせ成し遂げられましたことは、こ

れから40年、50年 と歴史を重ねてまいります時に、その事がスカウトに

とっても成人にとっても大きな成長の節目であったことがさっとお判り

になるでしょう。樹木と同じように私たちの活動もこのような節目によっ

てはかられるものかもしれません。この年輪を作るために私たち成人は

少女のために日々愛情を注ざ、楽しくともに活動をし、水や肥料となり

続けて見守ります。 1本の樹がすくすくと育つとしてもそこに私たち大
人がいた証しは見えません。それでも樹木が立派に育ち年輪が重なるの

です。この樹が少女だといたしますと私たちのしていることの意味が見

えてきます。

このような場でお名前をもうしあげますのは失礼かともぞんじますが、

今から20年ほど前、小林美代子様が日本連盟の指導者委員長でいらした

とき―実行員であった私は事業の後の反省会が始まります時に開□一番

「反省は自分自身のことをきちつと反省しましょう」とおっしゃったこ

とが未だに私の心に生きつづけて、その時以後何回となく開かれる反省

会で私は自分をいつも省みることにいたしました。ともすると他の人の

反省をしたくなるものです。このようなエピソー ドはガールスカウトの

仲間の間でははたくさんあることですが、私たちは少女ともどもこのよ

うにお互いの声かけ、心がけが人を育て、励まして個々の成長の手助け

をしてきたのだと思います。それが 1本の樹、或は 1人の少女の年輪と

なってきたのだと考えますと、私たちのしていることの大切さ、素晴ら

しさが見えてまいります。30年を節目にこの運動を問い直し、誇りと自

信をもって皆様が新たな出発をなさいますようお祈りいたします。

最後になりましたが、いつも指導いただきます行政、他団体、ボーイ

スカウト新潟県連盟、地域の方々のご指導・ご協力に感謝申しあげます。

これからも長く新潟県支部のよき理解者として、ご支援賜わりますよう

お願い申しあげます。また皆様方のご多幸をお祈りし簡単ではございま

すがご挨拶とさせていたださます。

-6-



ご あ い さ つ

平 山 征 夫 (県知事)

本日は、ガールスカウト新潟県支部設立30年記念を迎えられて、まこ

とにおめでとうございます。昭和50年に結成されて以来新潟県内の各地

域で永年にわたりましてガールスカウト活動が活発に行われました。そ

して、このガールスカウト活動をとおして、多くのメンバーが成長され、

社会人となって巣立っていかれました。青少年の健全育成という立場か

ら言いましてもそのご尽力に対する成果は多大なものがあったと、心か

ら敬意を表するとともに感謝を申し上げたいと思います。

現在世界、約144カ国で、1000万人、日本で75000人の方が「自己開発」

「人との交わり」「自然と共に」を活動のポイントとして各地で、活発な

活動をしておられるわけです。

近年、社会が急激に変化して地域の連帯が失われたり、ややもすると、

いじめ、非行、青少年犯罪、虐待、等々、子ども、家庭、そして地域を

めく
・
る問題が報道されておりますけれども、深刻化しております。この

ことに対する憂慮すべき問題提起もされておりますけれども、なかなか

解決がなされません。

そして、もう一度こういう問題に対し、地域からなにをすべきか問わ

れています。

家庭、学校、地域、関係団体が連携して健全な青少年育成に何をすべ

きか考えなければならないのだと思います。そのために、やはり子供達

が自立できるようにする、そうした活動をさちんともう―度地域で作り

上げていく必要があると思います。

その一つが、ガールスカウトであリボーイスカウトであると思います。

ガールスカウト活動を通じて成長される事は、きわめて意義のあるこ

とだと思います。皆さんもおそらく大きくなった時、ガールスカウト活

動をやっていてよかったなあ―、あの時得た友達の付さ合いは多分一生

でしょう。そしてここで受けた訓練がどれだけ皆さんのこれからの自立

のために自信を与えてくれる事でしょう。あとで多分わかると思います。

どうかこうした取り組みを、よリー層時代に活発にするために、関係の

皆様からお力添えを頂きたいと思います。

ガールスカウト日本連盟新潟県支部のみなさんのご活躍がこれからも

更に是非必要であるということを申し上げたいとおもいます。

今日この記念式典を契機に明日からまたガールスカウト活動が一層盛

んになりますよう、期待をして参りたいとおもいます。将来の新潟県、

将来の日本を支える女性達。そして将来の世界を支え、平和な世界を作

るために立派な日本人がこのガールスカウト活動から私は―人でも多く

育っていくことが期待されることだと思います。

-7-



支 書口30年 あ ゆ み

歴 代 支 部 長

小 林 美代子
(二代)

高 野 桂 子
(三代)

大 井 ヒ

』
Ｆ

　

　

‐

γ

フ
~

(初代)

―
誕生から支部結成まで 一

昭和22年、新潟県に初めてのガール・スカウトが柏崎市往相寺に産声をあげた。翌23年に日本連

盟が発足し、県内では柏崎に 2団、西蒲原郡黒埼村に 2団、北蒲原郡岡方村、高田市と合計 6団 10

0名のスカウトが登録された。その後24年 15団 287名、25年 16団 303名 と増え29年には19団 254名 まで

達した。戦後の混乱期の中での青少年育成活動は、子供たちに明るく楽しい場を与えた。しかし、

この年をピークに減少の―途を辿り、29年には 2団 18名 になってしまった。その後、少しずつ、増

えてはきているが、低迷期が10年程続いた。39年頃よリスカウト活動も見なおされたのか、その増

加も急激となり42年には15団 248名 までに盛り返した。

39年 6月 の新潟地震には、世界連盟よりお見舞金をいただき、スカウトたちは世界の一員である

事を改めて感じた。

県内あちこちで、バラバラに活動していたガールスカウトは次第に組織化の必要性が叫ばれ、大

井ヒデ (初代)支部長を会長として40年に県推進会となった。42年日連より三角信子講師を迎え、

初めてのリーダー研修会が開かれた。

支部未結成県である為、数々の悲哀を感じ、支部結成への動きが高まり、ただ 1人の トレイナー

(小林美代子前支部長)のもとで、数回のリーダー養成講習会が開かれ、50年 7月 に、ようやく10

団576名 を数えるまでになり、同年 12月 24日、社団法人ガール 0スカウ ト日本連盟新潟県支部とし

て認証された。

翌年 5月 23日 の記念式典に集まったスカウトたちの喜びに満ちあふれた笑顔は忘れることができ

ない思い出である。
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12月 24日  社団法人ガールスカウト日本連盟新潟県支部に認可される。
団数 10団  スカウト数576名

翻ヨい

翻ED
5月 23日  支部結成記念式典及び記念パレー ド 新潟市公会堂にて式典・古町通りをパレー ド

記念誌「ガールスカウト新潟、支部設立記念号」発刊

トレーナー 5名誕生

新生支部を示すものとして期待される。

5～ 8日 第 1回新潟県支部キャンプ

戸隠キャンプ場 ジュニア以上149名参加

8月

10～ 24日

10月 8日

小林美代子副支部長、リーダー トレーナーのサンガム研修の団長として参加

支部結成 3周年記念ラリー :新潟市 507名参加

9月 24日  ガールスカウト会議 :長岡市 222名参加
翻lD
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昭和55年
[1980]

昭和56年
[1981]

昭和57年
[1982]

昭和58年
[1983]

昭和59年
[1984]

昭和60年
[1985]

昭和61年
[1986]

県内青年会議 :長岡市 20名参加

ガールスカウト60周年記念全国キャンプ

支部結成 5周年記念成人の集い :新潟市

戸隠キャンプ場 レンジャー 2名参加
38名1参力□

シンキングデーのつどい :長岡市 150名参加

ガールスカウト会館建設募金始まる。各団でバザーなど募金活動進める。 (60年 まで)

第 2回新潟県支部キャンプ :柏崎市

シニア・ レンジャーリーダー73名参加

成人会議 :新潟市 32名参加

待望の事務所引越し。長い間借り生活から脱す。現在に至る。

北関東地区合同キャンプ大会 :戸隠キャンブ場 45名参加

地区開拓委員講習会 :16名受講

支部結成10周年記念キャンプ事前

訓練キャンプ :新潟市 223名

支部結成10周年記念式典

新潟市 700名参加

支部結成10周年記念キャンプ

戸隠キャンプ場 442名参加

～ふかめよう みどりの大地

広げよう友情の輪～
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7月 20日

8月

4～ 8日

12月 20日

6月 10日

8月

17～20日

7月

6～ 7日

5月

10～ 11日

4月 29日

7月

26～ 28日

/ブラウニーヽ
ヽシュニア ノ

25～ 28日
/ シニア ヽ
レヽンジャーノ

‐■
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昭和62年
987]

年長集会 :長岡市 56名

レンジャー国際交流の集い :新潟市 32名参加

ガールスカウトラリー :柏崎市 539名参加

8月

3～ 11日  アメリカスカウ トホームステイ :5名
ウェルカムパーティー :82名

衝齢
3月

26～ 281日1 北関東地区レンジャー交流 :新潟市

8月

17■

"●

 第 3回 支部レンジャーキャンプ :妙高高原
ボーイスカウトキャンポリー会場

ふれあいフェスティバル

各地区 8会場

約 1′ 000名参加 (―般も含む)

第 4回支部レンジャーキャンプ

(第 10回 B.S日 本ジャンボリー)

妙高高原 38名参加

インドサンガム研修旅行 :33名参加

22名参加
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昭和63年
[1988]

平成 2年
[1990]

1月 10日

5月 8日
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平成3年
[1991]

平成 4年
[19912]

5月 12日 ふれあいフェスティバルインド・デイ

長岡市厚生会館 529名参加

開発教育プロジェクト(日連)

バングラデシュ :9団 原山 祐花
ネパール   :23団 福田 恭子

第 6回支部キャンプ

国立妙高少年自然の家

274名参加

第 1回成人ギャザリング :新潟市万代市民会館 48名参加

ピースパック送付 23個

内容物リス ト

1日

翻ID

4～ 6日

(舎営)

3～ 6日

(野営)

10月 27日

8月

19～20日

③色鉛筆セッ

⑨車のおもち

②スケッチブック 2冊 (A4サイズ以内)

③鉛筆 6本

①ノート4冊 (B5サイズ)

④鉛筆削り1個

⑤消しゴム2個

⑥ボールベン2本 (色の指定なし)

⑦ 定 規 1本 (長さ30cm以内の細長い定規)

卜 1未盲.(12色セット/クレヨン可)

ゃ 1台 (ミニカー)

⑩歯みがさ粉 1個

①歯フラシ1本

⑫洗面タオル2枚

⑬なわとび 1本

⑭メッセージ (文字のみ)

平成15年まで10年間続く

194シ
ニアサマーギャザリング in直江津

上越市五智公園キャンプ場 26名参加
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平成 6年
[1994]

支部レンジャーギャザリング :新潟県立青少年研修センター

第 11回 B.S日 本ジャンポリー :大分県久住高原 14名参加

平和ラリー :新潟市西海岸公園 自由広場 160名参加

北関東地区ギャザリング :□立妙高少年自然の家 51名参加

20名1参力]

成人ギャザリング :新潟市大畑少年センター 52名参加

Sasadangoの会発足 :新潟市万代市民会館 22名参加

支部20周年記念式典・ラリー :新潟市大畑少年センター 394名1参力□

支部20周年記念講演会 :県立生涯学習推進センター 76名参加

B.S連盟長を囲む代表スカウトの集い :県立生涯学習センター 14名参加

(B.Sポーチャー
:96海
外派遣参加者)

B.Sポーチャー
196海
外派遣

イタリア、スイス、フランス、イギリス 21名参加

平和のつどいふれあいフェスティバル :新潟市古町モール 202名参加

め
ざ

し
て
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平成 7年
[1995]

平成8年
[1996]

8月

27～ 28日

3～ 7日

9月 18日

10月

8^′ 10日

2月 5日

10月 1日

22E]

3月 3日

23日

7月 24日

え

8月 14日

9月 16日



平成9年
[1997]

3月 22日

6月 22日

7月 20日

10月

10～ 12日

レンジャー集会 :入徳館野外研修場 (巻町峰岡)9名 参加
薬物乱用防止キャンペーン :古町モール 9名参加
「海の日」パレー ド :新潟ふるさと村 30名参加

平和のつどいふれあいフェスティバル

新潟会場 産業振興センター
長岡会場 ハイブ長岡

翻lD
9月 15日  平和のつどいふれあいフェスティバル :全国都市緑化にいがたフェア会場 316名

翻lD
8月

3～ 5日

9月 15日

7月 24日

を

8月 22日

10月 30日

を

11月 4日

北関東地区ギャザリング :県立青少年研修センター

平和のつどい (ふれあいの日):新潟市古町モール
げんさわくわく体験活動事業

一般参加人数59名

∪Kガイ ド招へい事業

∪Kガイ ド6名招へい

74名

361名

翻lD
6月 3日  県知事とスカウト運動を語る会 :新潟市大畑少年センター 38名
8月

3～ 6日 支部キャンプ (B.S50周年記念キャンプに合流)

新潟県少年自然の家 217名
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翻lD
7月 29日

t

8月 5日

成人海外研修

イギリス国内、パックスロッジ

16名

硼D

翻ID

翻lい

9月 9日  ガールスカウトふれあいの日 :東山ファミリーランド 279名

3月

23～ 24日 ジュニア集会

新潟県立少年自然の家 168名

4月 14日  フラウニー集会
新潟市大畑少年センター 93名

幸凄ξ

2月

22～ 23日

6月 22日

8月

6～ 9日

盟

目
支

部

の
団

員
が

、
七
年

開
か
か

っ
て
集
め
た
空
き
缶

の

「
プ
ル
タ
プ
」
が
車
い
す

に
な
り
、
柏
崎
市
で
暉
警
が

あ
る
子
供
た
ち
へ
の
支
援
活

動
に
取
り
組
む
特
定
非
営
利

活
動
法
人

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

「
ト
ラ
イ
ネ
ッ
ト
」
に

一
台

を
寄
贈
し
た
。

県
支
部
に
は
十
五
団
体
、

七
百
人
が
加
盟
し
て
お
り
、

プ
ル
タ
プ
回
収
は
中
高
生
の

団
員
で
つ
く
る

「
Ｓ

８
８
３

ｄ

ａ
ｎ
ｇ
ｏ
の
会
」
が
取
り

組
ん
で
き
た
。
回
収
箱
を
駅

に
置
い
た
り
、
地
域
や
家
族

一の
協
力
を
得
な
が
ら
彙

め
た

．ブ
ル
タ
プ
は
重
さ
八
百
計
に

連
し
、
送
り
先
の
大
阪
の
国

体
か
ら
こ
の
ほ
ど
車
い
す
が

雇
け
ら
れ
た
。

寄
晴
先
は
、
団
員
が

「
子

供

た
ち
に
役
立
て
て
は
し

い
」
と
決
め
た
。
ト
ラ
イ
ネ

ッ
ト
が
支
援
し
て
い
る
柏
崎

市
の
施
設

「
ス
ペ
ー
ス
　
あ

る
と
」
を
訪
ね
た
Ｓ

ｎ
ｓ
ａ

ｄ

ａ
ｎ
ｇ
ｏ
の
会
の
詢
三
十

人
は

「
手
伝

っ
て
く
れ
た
い

ろ
い
る
な
人
た
ち
の
思
い
が

蜻
事
０
っ
て
い
ま
す
」
´
薔
早
い

す
を
手
渡
し
た
。

ト
ラ
イ
ネ

ッ
ト
で
は
、
リ

フ
ト

パ
ス
に
常
備
す

る
菫

い

す

が

必
要
だ

っ
た
た

め

、
子

供

た

ち

と

ス
タ

ッ
フ
は

「
本

当

に
う

れ
し

い
」
と

大
喜
び

だ

っ
た
。

線
妨
引
μ
柏
崎
の
施
設
へ
寄
贈

・
■
題

ロ
ロ
ロ
国
日
■

思
い
　
一
つ
の
車
い
す
に

配ID

ガールスカウト大集会 :県立少年自然の家 238名
Sasadangoの会 車いす贈呈
柏崎NPO法人 トライネット

G.S新潟県支部設立30年記念キャンプ

舎営 :国立妙高自然の家 121名

野営 :戸隠G.Sセ ンターキャンプ場

170名

GoS新潟県支部記念式典 :新潟市民プラザ

疇星式で トライネツ トの
子どもたちとガールスカ
ウ トの 田 員 =柏崎 市 の
「スペース あると」
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第10団 新潟市

第 8団 新潟市
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第11団 新潟市 第 4団 亀田町
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ボーイスカウトと楽し<

キャンプや集会をやっています。
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第 1 団

柏崎市市民プラザ

私たち 1団は、昭和24年、新潟県で―番目に生まれた団です。こと

し57年目を迎え、77名の会員と共に、活発に活動しています。笑顔いっ

ぱいのリーダーが、私達と一緒に、キャンプや、

集会をしています。

「何でもチャレンジ」を目標に、―人―人が生

き生き、のびのびと活動しています。

今、集会で編物にチャレンジしています。モチー

フをつないで、ひざ掛けにし、中越地震で被災さ

れた、北条の老人世帯に贈りたいと思っています。

市内の小学校で「何かいいことしよう」という

テーマに、ジュニアのスカウトが、支部のプルタ

ブ集めを紹介し、それが学校全体の取り組みとなり、沢山のブルタブ

をいただいて来ました。集会で在柏のコスタリカの人から、お料理を

教えてもらい、その国の話を聞きました。私達の活動が、地域に根ざ

し、世界の人々にも目を向けた活動になればいいと思っています。

私達は主に、第 2・ 第 4土曜日の午前に、亀田公民館で集会をして

います。

活動の中でも一番楽しい事は、キャンプです。

亀田のボーイスカウトと一緒にします。

冬には、ユニセフ募金とクリスマス会。私達の

集めたお金が人の役に立つと思うと、寒くても一

生けん命に募金をお願いしました。スキー訓練も

あります。

4団ではシニアになると、アドベンチャーキャ

ンプがあります。自分達で集合から解散まで全部

のプログラムをたて、自分達の力で 1泊 2日 のキャ

ンプをしてきます。

今、 4団はスカウトの人数が少なく、ちょっびりさみしいけれど、

みんな仲が良いです。

これから新しい友達が増えてくれるのを楽しみにしています。

第 4団
亀田町公民館

-18-



第 8 団
昭和41年 9月、第 8団は新潟市内 7、 8、 9、 10団 と共に合同で発

団式を挙げました。それから40年近く、団委員長も大井ヒデ、安倍巳

栄、山作令子、登坂美江子 (現)と 4代変わりま

したが、集会場は最初から現在も、旭町通二番町

のあさひ幼稚園にあります。あさひ幼稚園長小林

美代子がリーダーの資格をとり、近所の少女を集

め、津野ミエさんら開拓委員の応援を得て、大丼

ヒデさんから団委員長になって頂いて発足したの

です。現在ブラウニー 8名、ジュニア 9名、シニ

ア 4名、リーダーと成人会員含めて合計32名が、

月 2回の集会を楽しみ、ガールスカウトとして成

長を続けています。活動の記録として、「ブラウニーこの―年」 (平成

6年 )、 「国際感覚と未知への挑戦」 (平成 8年・発団30周年記念、ス

カウトのハワイ研修)、 「戸隠それぞれの挑戦」 (平成 9年・キャンプ

報告)を刊行し、平成11年度より毎年度、集会活動アルバムを作成し、

思い出に残しています。

昭和41年 9月 に発団し、今年で40回目の登録票届けの時期を迎えま

した。

発団時登録票の冒頭正リーダーは松尾秀子姉、

現在の筒井団委員長です。発団時、スカウト25名、

成人会員 10名で35名でした。昭和48年 119名 、52

年130名、53年 23団を分団して85名、平成16年は

36名です。

活動の拠点は関屋地区公民館、浜浦小学校、年

長リーダー宅等です。

節目の年には、会津旅行。スカウト会館とディ

ズニーランド見学。オリンピック青少年総合セン

ターに宿泊し、東京の団と交流し、国会議事堂、NHKの見学をした。

昨年は戸隠キャンプセンターに行きネイチャーゲームを楽しんだ。ど

れも心に残る体験でした。

9団全体で行う入団式、クリスマス会、総会、バザーは全会員と保

護者が役割をもって行い、運営に役立てています。明るく元気なスカ

ウトやリーダーの誕生を切望しています。
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新潟市あさひ幼稚園

第 9 団

新潟市関屋地区公民館



第 10団
新潟市万代長嶺小学校

第10団は、昭和41年に東新潟地区一帯を拠点として活動を始め、昭

和54年に11団 との分団を経て、今年で発団40年になります。

毎年の夏のキャンプ、クリスマス、シンキング

ディ、募金活動、様々な国内外のスカウトとの交

流、そして毎回の集会を通して、たくさんの少女

達が、この団から育ち、社会性や奉仕の精神、豊

かな人間関係を一人一人が育みながら、巣立って

行きました。

現在10団 は、万代市民会館、東地区公民館で集

会を行い、プラウニー 6名、ジュニア 8名、シニ

ア 3名、レンジャー 5名、スキャップ 6名、 |リ ー

ダー 6名の37名で構成されています。少女会員の減少が残念な所では

ありますが、少ないながらも皆わきあいあい楽しく活動を続けていま

す。

今年は、団の40周年にあたるので、団では夏に記念行事を予定して

います。

こんにちは。私たち11団は、10団から分団して26周年を迎えました。

11団は、独自の行事や集会が多いことが特徴です。

まず、年明け最初の行事に初釜があります。こ

の日は、お世話になっている方とお家の方を招い

て、スカウトたちがお茶を点てて新年を祝います。

お茶菓子はスカウト手作りの桜餅が慣例となって

います。

秋は、公民館主催の文化祭でお茶席を任せてい

ただいています。

´′́ 鋤ぷ  冬には、スキ
ー訓練があり、コーチを招いて基

礎をしっかりと教わります。スカウトの技術に応

じてグループ分けをするため、初心者も帰る頃には、全員滑れるよう

になります。

その他、ふれあい給食・老人ホームヘの慰間といった地域のお年寄

りの方々と触れ合う集会も多くあります。

これらの集会を通じて、自分を磨き、人に役立ち、自然を愛する心

を育んでいます。
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第 11団
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第 15団
長岡市表町地区公民館

悠々と流れる信濃川と越後平野の中心に長岡市があります。その地

で昭和25年、新潟県第15団が発団しました。現在会員数は少女会員30

名、成人会員25名 です。月 2回から 3回の集会を

行っています。

主な年間の行事は、 4月入団式 05月舎営キャ

ンプ 。7月 野営キャンプ 09月 ハイキング・ 11月

ガールスカウトふれあいデー・ 12月ユニセフ募金 0

1月 新年会・ 2月 シンキングデー等です。

団のポイントは「自然と共に」です。体力と気

力と創意工夫の求められるキャンプに重点を置き

少女達が協力してのりきる力を養っています。

17年度は団の50周年記念事業としてガールスカウト会館の見学と地

震の時にお世話になった埼玉県58団との交流会を予定しています。尚、

文部科学省委託事業ガールスカウト子どもの居場所 新潟県 (すまい

る)子ども教室にも取組んでいます。

笑顔で元気いっぱいのスカウトと若さいっぱいのリーダーが50年間

築いてきた団です。

昭和50年 5月 18日。ブラウニー 6、 ジュニア10、 成人 11の 27名。藤

本きみ団委員長、発団入団式 |!当 団の発団により12月 に新潟県支部設

立となる。翌年には、シニア・レンジャーと全部

門を揃えスカウト数増加。

昭和60年創立10周年を記念に高田に姉妹団29団

の誕生。公民館で盛大な記念式典を挙行。記念誌

すずらん号の発行。岡村フミ団委員長に交代。キャ

ンプ用具が火災に合い大変な苦労をされる。平成

4年より委員長渡辺サダ。

平成 7年創立20周年記念式入団式を挙行。記念

誌ラベンダー号発行。市より表彰される。

主な活動は、キャンプ 0募金 0老人ホーム慰問・フリーマーケット0

市の子どもまつりに参加・上越マーチングバンド発表会の手伝い。支

部行事への参加等スカウトとリーダーが一体となり積極的に取組む明

るく元気な団。

30周年には記念式典及び心に残る行事をとみんなで意見を出し合っ

て頑張っている。
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第 18団
こんにちは|1私たちは海あり・山あり、自然豊かな巻町で活動して

いる18団です。

18団は巻町のガールスカウトとして地域の行事

にも参加します。中でも 6月 の
｀
巻夏まつり、で

は、私達の鼓隊パレー ドがそのスター トを知らせ

る、という人事な役目を果たします。 4月 の入団

式が済むとすく
・
に練習です。本番は 1時間近くの

パレー ドになるので曲だけでなく、歩いたり整列

したりと訓練は盛り沢山。きつい時もありますが

「来年は小だいこをやりたい」「シニアになったら

指揮をやる」と、スカウトにとっても団にとって

も続けていきたい、大切にしたい活動です。また、秋の
｀
町民祭ミは

出店することで地域の皆さんとふれあう機会となっています。

県支部と一緒で、18団も生まれて三十年がたちました。スカウトも

リーダーも決して多くはなく、課題もたくさんありますが、これから

も楽しみながら互いが成長できる場でありたいと思っています。

第19団 は、昭和51年 12月 12日 に発団しました。長岡市内にある聖母

幼稚園で、主に活動しました。

特徴として、福住カ トリック教会に属している

ので、毎年敬老の日には、老人福祉の為街頭募金

を行っています。月 1回は料理の時間があり、毎

年スカウトは、おひなさまのおすしを作ります。

ひな人形のおすしは、父母のみやげにもって帰る

ので、家族は喜んでいます。その他、ハンドベル

や寸劇で楽しい時間をとりました。野外活動の楽

しみは、毎年のキャンプです。

平成16年には、ボーイスカウト第10団と合同で、

南葉高原で30周年を祝いました。心身を鍛えるスカウトの成長を祈っ

ています。

巻町公民館

第 19団
長岡聖母幼稚園

,#,*N
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柏崎カトリック白百合幼稚園

私共が団認定を受けましたのが、1977年の 3月 でした。発団式には

多くの友団が参加して下さいました。あの日、あの時、制服姿で、笑

う・歌う 。遊ぶ・規律ある行動が実に美しく、ス

カウト達は眩しいほど輝いていました。28年間に

想い出される活動は沢山ありますが、昨夏の戸隠

キャンプは、「良かった I素晴らしかった |」 と

参加したリーダーやスカウト達が話してくれまし

た。自然・困難 0仲間との絆という三拍子が揃っ

たキャンプだったからだと思います。

20団では月 3回の集会を行つており、技能修得

や夏のキャンプでの星、植物、虫とのかかわりは

大切な活動だと考えています。年一回バザーを開き、その資金で老人

施設訪間、昨冬は中越地震後の仮設住宅を訪問しました。春には刺し

子の台ふさんを持って 2度目の訪間を計画しております。スカウトが

｀
いのち、輝く活動であることを願っています。

22団 (新津)は、昭和52年 7月  22(ニイツー)団として当初の力

トリック幼稚園園長オスワル ド0ミ ューラー神父様のお力添えで、大

勢の方の祝福をうけ、姉妹団である 4団の鼓笛隊

を先頭に新しいガールスカウトの誕生を迎えまし

た。今年で29年、その間リーダーの不足等で 2年

間の休団を余儀なくし、筒井開拓委員の熱心な励

ましと呼びかけを頂さ復団に至りました。今ここ

に支部設立から30周年を迎え、巣立っていったガー

ルスカウト達が立派な社会人として成長をしてい

る姿を見る時改めてガールスカウト活動の素晴ら

しさを痛感しています。ガールスカウトの皆さん||

自分にもっと自信と誇りを持ち、胸

て「日々努力」です。30周年を心か

ウト達の永遠の「笑顔」に
｀
乾杯、

をはって歩み続けましょう。そし

第 22団
新津カトリック幼稚園
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新潟市坂井輪地区公民館

今年で28回目の団総会を開催するための準備を進めているところで

す。思い返せば今から27年前、現 9団から分団して誕生した団です。

1  ‐|,11,'FI_.‐
原因は会員数が多いためという、今では考えられ

ない事です。集会日は月 4回、その前には必ずリー

ダー会が開催され、集会内容の確認を先輩のリー

ダーから指導を受け勉強しました。懐かしくさえ

思えます。

現在はその頃と時代が違う (?)と 言うことで

しょうか。リーダーも少女たちも忙しく、特に中

学・高校生になると集会もままならない状態です。

しかし集会をしている少女たちの活き活きとした

姿を見ていると、今まで歩んできたガールスカウト活動は、子どもた

ちに生涯教育であり、自己開発、人とのまじわり、自然とともにの 3

本の柱を目標とした教育は次の世代を担う健全な少女の育成に最も必

要なことだと思います。

第29団は20周年を迎えました。

多くのスカウトが巣立ち、今は15名の小さな団ですが元気に活動し

ています。

レンジャー 2名は、リーダー以上の力を発揮し、

将来が楽しみ。さっとスカウトに好かれるヤング

リーダーになってくれると……。

シニア 3名は、部活の合間月 1回の集会をリー

ダーと共に、自分自身の可能性を追い求めていま

す。

ジュニア 6名はかなり個性が出てき、得意分野

がはっきりとしてきました。このまま伸びてほし

いと思っています。

ブラウニー 4名は一緒にいて飽きることがありません。どの様に成

長していくのか楽しみです。

今はリーダーの都合でキャンプが出来ませんが、ディーキャンプ・

日帰り旅行はスカウトの一番の楽しみです。スカウトと共にリーダー

も成長していきたいです。
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第 29団
上越市公民館高田地区館
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第 30団
私達30団は、平成 2年加茂市で発団しました。スカウトは、加茂・

田上・三条といろいろな地域から集まっています。加茂は自然に囲ま

れていて、山や川 。スキー場・キャンプ場などが

あります。集会は、各部門で月 2回位行っていま

す。加茂市の行事もたくさんあり、加茂山清掃・

緑の募金とパレード、冬は赤い羽根・冬鳥越スキー

場で行われる、雪上レクリェーション大会などに

も参加しています。左記の写真は、今年の 2月 に

Jrが、みんなで協力して参加した、雪だるまコン

テス ト部門で今年の干支「酉」を作り入賞したも

のです。そして加茂はボーイスカウトもあり、年

に何回か一緒に楽しく活動しています。又、当団は保護者から、行事

や集会等に積極的に協力してもらっています。そして団通信「LaLaL

a」 もできました。30団 は今年発団15年を迎えます。スカウ ト・保護

者・リーダー 0団を支えてくださる皆さんとこれからも楽しく活動を

続けていきたいと思っています。

潟県支部

加茂市公民館

案

新潟県支部の永続を願い、30年の数字を図

化しました。

数字にはこんな意味をこめました。

8ヶ :∞
(8を横にすると)

ら
0 ×一貝世レ杉笑

■
ヽ
「
ク

悧
″́ヽ
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なんみ

みんな (スカウト)の笑顔が
ずっと続きますように…

ガールスカウト新潟県第17団
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ガールスカウト新潟県支部設立30年記念事業

と き

ト テ ス
し し ′ノ

参加者

:平成16年 5月 29日田

:新潟市大畑少年センター

:シ ニア、 レンジャー 27名

〈目 的〉
支部設立30年を迎えた年に、平山征夫県知事を囲み、シニア、レンジャー達が日頃行なっている

活動のこと、将来のことなど自由に話す場を設け、知事に活動の一端を理解していただくと共に、

スカウトたちには、この集いを契機に自らの目的を確認し、目的に向かって活動するための機会と

する。

会では、スカウトたちは少し緊張気味でしたが、知事の前で日頃の自分たちの団の地域での貢献

活動や日頃の トレーニングのことなどを発表しました。

知事からも「思いやりの心、奉仕の心をいつまでも持ち続けてほしい。スカウティングで大切な

事は何よりも仲間と共に学ぶことができ、友人がいること、これからも多くの仲間と頑張ってほし

い」と激励されました。

-26-

ヽ 〔E)1来い!!

爾 藤

とスカウ

F知
事をス:カウト儡会」

癬縣臓時

や

=

）
ハX 碧

曇 |

φ
　
驚
選
●
瞥

藉

1.   ‐ξ

蠣ヽ轟ず 寸'1=摯占

.t



斉唱、スカウトの道を選びて

今`
属=、 __“ 尾ヽ .
支部長より知事を紹介

緊張してます…。

ガールスカウトに期待することは

矢藍‐‐事とえカラトヵ会聾

二 榜， 一軒
・寺
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新潟県中頚城郡妙高村関山6323-2

舎
営
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

時 間 8/60 3/70 8/8(日 ) 8/9(月 )

7 ; 00

8 : 00

9 : 00

10 : 00

11 1 00 少 年 自 然 の 家 着

起床・ 洗面・ 清掃

朝食

バ ス 出 発

(サ ブパ ックに水筒雨 具持 参 )

川 遊 び途 中 キ ャ ンプ セ ン ター

(キ ャ ビ ン )に 避 難

起床・ 洗面・ 清掃

朝食

バ ス 出 発

(サ ブバ ックに水筒長靴持参 )

キ ャ ン プ セ ン タ ー 着

オー プニ ングセ レモニ ー
・ フィール ドビンゴ ・ 解決にょろり

起 床 ・ 洗 面 。清 掃

点 検 ・ 荷 物 の 移 動

朝 食

朝 の つ ど い

思 い 出 作 り

「 大切 な人 へ はが きを送 ろ う」

12

13

14

15

16

17

00

00

00

昼 食

開村式
オ リエ ンテーシ ョン
パ トロールワー ク
チーフ・パ トロール旗作り

おやつ 。荷物の移動
少年 自然の家探検

昼食 を持 つて戸隠を出発

少年 自然の家到着

昼食

自由時間

昼 食
・ストーンアート ・サイレントウォーク
・大しっば取り大会 ・クラフト
・30キャンプ合奏隊

ク ロ ー ジ ン ク セ レモ ニ ー

セ ン タ ー 出 発

少 年 自 然 の 家 着

昼食

閉村式

少年 自然の家出発

18 : 00

19 : 00

20 : 00

21 1 00

22 : 00

夕 食

キ ャ ン プ フ ァイ ヤ ー

(シ ニ ア・ レンジ ャーの応 援 )

入 浴

タ ッ プ ス

夕 食

「ベルセウス探索」きもだめ し

「 ロープワーク」 (本結び・棒結び

海老結び )

「 クラフ ト」 (小枝 のも っくん )

入 浴

タップス

夕食

キ ャン ドルサー ビス
(室内 )

入浴

タ ップス

活動場所 国 立 妙 高 少 年 自 然 の 家 戸 隠 ガ ー ル ス カ ウ トセ ンター 戸隠ガールスカウ トセンター 国立妙高少年 自然の家
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長野県上水内郡戸隠村洞次

野
営
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

時 間 8/60 8/7田 8/8(B) 8/9鯛 )

6 :00

00

00

00

00

セ ンター入所

ウェルカムオリエンテ~ン ヨン

起 床 ・ 洗 面 ・ 清 掃

朝 食
チ ャ ン ス チ ャ ン ス タ イ ム

車月ネL

ブ ラ ウ ニ ー 入 村 す る が 雨 の

た め 退 村

ミセス・ ウエス トン祭記念式典参加

起 床 。洗 面 ・ 清 掃

朝 食
チ ャ ン ス チ ャ ン ス タ イ ム

車ロネL

フ ラ ウ ニ ー 入 村
オー プニ ンクセ レモニ ー

起 床 ・ 洗 面 ・ 清 掃

点 検

朝 食

チ ャンスチ ャンスタイム

車月ネし

撤 営
・ 炊 工 具

12 :00

13 :00

00

00

16 : 00

17 : 00

開 村 式
オ リエ ン テ ー シ ョ ン
パ トロ ー ル ワ ー ク

仲 間 つ く り

資 材 配 給

設 営
‐本 テ ン ト
‐ク ッキ ン ク テ ン ト
‐ク ッキ ン ク ク ラ フ ト

(食卓 )

昼 食 (室内 )

ミ セ ス・ ウ エ ス ト ン 祭

芸 能 鑑 賞
・ サ ッ ク ス 演 奏
・ 言毒 ,寅「山歩 きを楽 しもう

‐戸 隠 太 鼓

夕 食 準 備

昼 食

・大しっば取り大会 ・クラフト
・30キ ャンフ合奏隊

ク ロ ー ジ ン グ セ レモ ニ ー

ブ ラ ウ ニ ー 退 村
セ ン タ ー 出 発

昼 食 (弁 当 )

・ 本テ ン ト
・ クッキ ンクテ ン ト

点 検 終 了

閉 村 式

セ ンター出発

18 : 00

00

00

00

タフ:`こ (夕 ,ヽ主 )

自 由 時 間
パ トロ ー ル タ イ ム

タ ップス

夕 食

キ ャ ン プ フ ァイ ヤ ー

(室内 )

タ ップス

夕食

雨天 プロクラム

「星空 さんぼ」

タ ップス

シ ャ ワ ー タ イ ム

(期間 中 に 2回 利 用 )
16:00´ ンヽ22:00

◎ 4日 間 に 30種の チ ャ レ ン
ジ に 挑 戦 す る (全 ス カ ウ
ト)。
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ブラウニー全員元気だよ

ヽ
電

戸隠キャンプ場まで歩け歩け スカウト大好きリーダーたち
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さぁ 出発です リーダーの話をしっかり聞いてね !
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舎営長入場

キャンドルサービスされいだね
ファイヤー点火
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キャー 冷た一い みんなで水遊び

1●  ●|ヽ

楽しいね、□―プ結び ! こうやつてこう結ぶ。しつかりおぼえようね。
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みんなの力作です
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いっぱい遊んで、おいしいお昼

戸隠キャンプ場
すてきな花

みんなチョット疲れたかな ?
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楽しかつた支部キャンプ
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キャンプ場に陽が昇る 赤い屋根のキャンプセンター

遷
菫詈
菫子

ｒ
ｒ
ト

_｀ ′

フつ
/

フ よ
し)労
リヽエソ
チ
′

3碑ス
タツ

野営長挨拶

3泊 4日 どうぞよろしく
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テントを張つて “ちよつとひと休み"
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配給資材確認 今日のメニューは ?

さあ、設営開始 !
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ミセスウエス トン祭 献花する日連 小平副会長

ウ ト

ぶ鴛
のス

へつついで

上手く火がつくかな。

葬し
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おいしく出来たよ―。
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叔護1)産

ベグもしつかり洗って
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日連のきびしい点検
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スカウ トの笑顔 N酬

ゆったりした時間が流れる つかの間の太陽に寝袋を干そう

さよならブラウニー “長いアーチをくく
・
って" 楽しかったよ みんなで “ピース"
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楽しなつ

第 8団ジュニア

田 中 萌 恵

30周年キャンプにさんかして私が、一番楽し

かったと思ったことは、 8月 8日 にやったSr・

Rrプログラムでいろいろなゲームをしたり、
いろいろな物を作ったりしたところです。ほか

にも、ミセス 0ウエス トン祭では、ミセスウエ

ス トンパークの記念式典で歌をうたったことや、

いろいろな講演を聞いたり、いろいろな、音楽

をさいたりしたこと、キャンプファイヤーで、

私たちの班は、出し物で「世界に一つだけの花」

を歌って、ぜんぜん練習をしていなかったのに、

たぶんうまく歌えたと思うのでよかったです。

ほかの班の出し物もすごくおもしろかったです。

ほかの団とキャンプするのは、はじめてだっ

たけど仲よしになれたのでよかったです。

やミセスウェス トン祭の参加など、戸隠でない

とできない事もいくつかあり、「参加してよかっ

たな」と改めて思います。

キャンプ場では、常に自然を大切にして過ご

していたようにも思えて、まるで自分が自然の

中の―部になった気分にあり、とても大切な事

を知らず知らずの内に学んでいました。

30周年という節目のキャンプを、とてもステ

キなキャンプ場でたくさんの仲間と過こせたこ

とは、自分にとってとてもいい経験となり、こ

れからの多くの活動にも役立ってゆくと思いま

す。

第10団 ジュニア

渡 辺 菜々子

「シニア・ レンジャーはすごい。」これが私

の戸隠キャンプの感想です。大雨が降り、私達

第 1団シニア      の弁当のからを集めたり、テントの片付けをし
五十嵐 聡 子   たりしてくれているシニア 0レンジャーの姿が

とても印象に残っています。土砂降りの中、―

このキャンプで、私は初めて経験したことが  生懸命にリーターと一緒にキャンプの後片付け
たくさんありました。ブラウニーのファイヤー  をし、自分のことより人のことを優先していて、
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第 9団 レンジャー

山 際 真 帆

今回のキャンプで初めて他の団と―緒に活動

しました。矢□らない人ばかりの中で 3泊 4日 も

出来るだろうかと、前日はとても不安でしたが、

すく
Ⅲ
にみんな仲良くなりました。

私が一番心に残っているのは、シニア・ レン

ジャーのプログラムとキャンプファイヤーです。

私はスケッチを担当し、キャンプの少し前から

計画していました。大変だったけど、プラウニー

が笑顔で絵を見せてくれた時は本当に嬉しかっ

たです。キャンプファイヤーは雨の為に残念な

がら屋内でしたが、ジュニアからリーダーまで

歌って踊って楽しんでいました。あんな多人数

でのキャンプファイヤーは初めてだったので、

迫力に驚きました。

このキャンプでは、たくさんの感動を味わい

ました。企画が成功した時の笑顔や風雨に負け

ない努力は忘れる事が出来ません。参加した皆

さん、本当に有難うございました。

降りたいと思いました。しかし2日 目になると

慣れてきて、虫も平気になり、それなりにテン

ト生活も体に合ってきました。それでもやはり

疲れがたまりだらだらとテントに戻ろうとした

時、夜で真っ暗な空を見上げるとく疲れがふっ

飛ぶような星空が広がっていました。まるで星

空を描いた板にバリバリッと顔をつっこんだみ

たいでした。あの感覚は一生忘れません。本当

に感動しました。

3日 目は残念ながら大雨が降りせっかくもっ

てきた長く
'つ
もビチョビチョになってしまいま

した。その日の寝る時は明日帰れる喜びをかみ

じめながら雨の音を聴いていました。ついに 4

日日、テントからはい出ると今まで見たことの

ない濃くて深い霧がかかっていました。 3メ ー

トル先も見えず、夜の、目にはりつくような黒

とはまた違う不思議な光景でした。あまり知識

はないのですがその時、この霧は昨日の雨のお

かげなのかな、と思い、昨日の苦労もいい経験

だと思えました。その日のイベントで私はスケッ

チの係で、参加してくれる人にあげる小さなえ

び結びのキーホルダーの作り方を覚えることが

できましたし、見本として作った私のスケッチ

と額をどこかのリーダーが気に入り、もらって

いてくれたというのがとてもうれしかったです。

閉村式を終えバスに乗りこみひと患つくと、帰

りたい気持ちより、今回のキャンプで自分が強

くなったという気持ちの方が大きかったです。

今回のキャンプは正直あまり楽しいというもの

ではありませんでしたが、とてもこれからの為

になる貴重な体験ができたので良かったです。

すごいと思いました。

私は来年シニアになります。今年のキャンプ

でシニア・ レンジャーから学べたことを、来年

か ら かしていきたい

第10団 シニア

渡 辺 由 里

とがくしのような山へ行って 3泊 4日もキャ             第 15団ジュニア

ンプをするのは初めてだったのでとても緊張し              本 間 美沙子
ていました。 1日 日、パ トロールの人達と顔合

せをし、テントをたて、食事を作り、これから   私は30周年のキャンプで、いろいろなことを

の 3日 間に必要な基本的なことをしただけなの  体験した。
に早くも疲れ家へ帰りたい、というよりは山を   大嵐の中での野外活動、他団の人との生活な
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はとても大きく由主フ、し
/
＼ 輝して まヽヽ

| 十■
υ /に o 山の気

候の変化の激しさにも驚きました。滝のように

第15団 レンジャー    降る雨、強い風。嵐のような風にテントが倒れ、
石  黒 裕  子・  下じきになった時は、何がなんだかわからずに、

どうしようかと思いました。

私が今回のキャンプで学んだことは、何事も   しかし、こういう体験はふだんの生活の中で
ためらう前に、まず自分から進んでやってみる  は味わえないものなので、忘れられない思い出

事が大切だということです。          になると思います。

私は今回、旗手を初めてやりました。最初は

旗手のおおまかな動きすら忘れてしまっていた

ので旗手をまかされるなんてとんでもないと思っ

ていました。                             第17団 レンジャー

しかし、リーダーや仲間にすすめられている              田 下 亜祐美
うちに一か八かやってみようという気になり、

本当にめちゃくちゃながらもやることができま   初めての戸隠キャンプ場。キャンプ場といえ
した。                     |ま “汚い"と言うのが私の印象でしたが戸隠は

それからキャンプの中で何度も旗手をする機  違いました。とっても緑が綺麗でホールの中は
会を与えてもらい、上達することができ、これ  暖かく感じられ、とても素晴らしくて「これが
だったら初めから自分ですぐ

1に
進んでやれば良  キャンプ場なの?!」 と思いました。また生ゴミ

かったとつくづく思いました。         が肥料として再利用されるとはさるがガールだ

これはどんな事にも言えることだと思うので、  なとも思いました。
自分のためにもこれからどんどんやっていきた   今回のようなひどい雨の中のキャンプは初め
いと思います。                 てでした。雷や豪雨は怖かったけどその分みん

なと団結する事ができました。

3泊 4日の期間にはたくさんのプロジェクト

があり、みんな頑張つてチャレンジしていまし

第11団シニア      た。私は 2つの司会を勤めました。
滝 澤 佳 奈    最後の最後にベグを無くしてしまいとてもみ

じめな思いもしました。今後「物を無くす」と

入団した時から、行ってみたいと思っていた  言う事がないように一人一人が責任を持って行

「戸隠キャンプ場」で新潟県支部30周年記念キャ  動できるといいなと思いました。今回のキャン
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プではたく ができ、

も多くできまし

あ!1流れ星も見れて嬉しかったですっΥ♪

第17団ブラ

田 中 英理子

キャンプで私が―番心にのこった思い出は、

1日 目で友達がたくさん作れたことと、さいご

に、みんなとわかれた時のことです。

私が、みんなとへやに入った時に、すく“友達

どころか、アイボウとよべるたくさんの仲間が

でき、とてもうれしかったです。

でもキャンプさいごの日に、閉村式が終わっ

て、アイボウ達とわかれる時、さみしかっです。

けれどもブラウニーさいごのキャンプ 3泊 4日

の時に、いっしょにいろんな活動したのでうれ

しかったです。

第23団ブラウニー

大 田 綾 菜

思い出にのこっている事は、キャンプファイ

ヤーです。今まで知らなかった、歌やおどりを

たくさん教えてもらいました。やさしいリーダー

といっしょにおどれて、楽しかったです。それ

から、宿舎の部屋でほかの団の友だちといっしょ

に、夜、おばけやしきごっこをしたのが楽しかっ

たです。

もう一つ思い出にのこっている事があります。

水遊びをしていたらさゅうに雨がふってきまし

た。それで、バスていみたいな所で雨やどりを

していたら、そばにいたおじさんが私のせなか

にタオルを入れ、あったかくしてくれました。

おじさんの気持ちがうれしかったです。

わたしは、にいがたけん支部設立30年記念キャ

ンプヘ行って、楽しかったこと、うれしかった

んあります。

―番うれし

団の人と友だちになれたことです。キャンプファ

イヤーやさもだめしなど、チームをくんで、い

ろいろなことをしました。いろいろなことをし

たから、友だちになれたのかな、と思いました。

また、こういうキャンプがあったらさんかして

みたいと思います。この夏の一番の思い出にな

りました。

第11団フラウニー

森   希 美

わたしは、キャンプの時に、パ トロールざめ

が、―番 ドキ ドキしました。パ トロールリーダー

になって、よかったけど、大変でした。

1日 目は、部屋が、リーダーの部屋のとなり

でびっくりしました。パ トロールの人ともなか

よくなれて、よかったです。夜は、なかなかよ

くねむれませんでした。

キャンプファイヤーは、とても楽しかったで

す。シニア・レンジャーの人たちの歌も楽しかっ

たです。「コンパクト」や色々ありました。

川に行った時は、つめたくて、きもちよかっ

たけど、大雨がふつてくつが ドロドロになりま

した。なので新しいのをはきました。

4日 目の時は、「あっというまだったなぁ」

と思いました。とても楽しいキャンプでした。

由=冽に
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川あそびではささぶねを作っ  たです。 のキャンプでは、
て川にながしたり、川の中に入ってあそびまし

た。でも、とちゅうで大雨がふってきました。

山の天気はかわりやすいと思いました。 でも
たのしかったです。らい年もいきたいです。今

年はいい思いでがたくさんできてよかったです。

ろいろなことが、ありました。たくさんの思い

出とたくさんの友だちができてとてもいいキャ

ンプでした。

第29団ジュニア

斉 藤 かなこ
第 9団ブラウニー

戸 田 あすか    6日 、私は最初いろいろな団が混ざったいろ
いろなパ トロールがありびっくりしました。友

わたしがキャンプで一番うれしかった事は、  達を自分から作るのが苦手なので、みんなとう
たくさんの友だちができた事です。はじめは、  まくやれるか少し不安でした。
3日 も―人で、とまれるかとても心配でした。   昼、私たちのパ トロールは、あまり話をする
でも、わたしたちのグループは夜、シーツをか  ことはありませんでした。ですが夜になり少し
ぶっておばけやしきごっこをして新しい友だち  ずつ話ができるようになりました。だんだんと
とすく

'に
なかよくなれました。         話がはずんで、私は、「これなら、みんなとう

雨がふってびしょぬれになり、寒かったけれ  まくいくかも」と思いました。
ど、みんなといっしょだったので、がまんでき   7日 、目がさめたら、テントの中は、雨もり
ました。ゲームや工作、みんなで歌っておどっ  したようにびしょびしょでした。私が立ったら
たキャンプファイヤー、川遊び、とがくしキャ  テントに付いていたしずくが、ぱらぱらとたれ
ンプは、たくさんの思い出がいっぱいです。ま  でバックや服にかかったりして、朝から大変で
た、みんなでとがくしキャンプに行きたいです。  した。これがあと 2日も続くと思ったら少しだ

け、「今日でキャンプが終わりだといいなぁ」

と思ってしまいました。楽しみにしていた、ミ

セス・ウエス トン祭や、キャンプファイヤーも、

第 1団ブラウニー    雨のせいであまりおもしろくなかったので残念
えんどう まゆ   です。

8日、星空さんぼのある日でした。私は星が

8月 6日から 9日 まで、みょうこう自ぜんの  女子きなので楽しみにしていました。でも残念な
家に、いきました。わたしの心に一番のこって  ことに雨が降ってしまい、中でお話を聞くだけ
いる事は、川あそびのことです。パ トロールの  になってしまいました。

-44-

第 9団ブラウニー

小 林 舞 子



私は友達と、「明日でお別れだね」と話をし

ました。今、思い出してみると昨日までは「短

く」たったの■ヽ、「長かったらなぁ」 {こ変わう

ていました。「明日でお別れかぁ、また会える

■.な 万_と も思いました。

9日、最後の日なので、テントのかたずけな

とをしました。午後になって少しすると、雨が

姿ってきてしまい、残りのかたずけはリーダー

たちがしてくださいました。閉村式が始まる前

くらいには雨は、やんでいました。

わっくわく30キ ャンプは、長いようで短い感

じがしました。雨が降ったり、クッキングテン

トがたおれたり、いろいろあって大変でしたが、

いい思い出ができたと思います。

第30団 レンジャー

諸 橋 未 樹

私は、この支部キャンプで多くの事を学び、

初めての経験をたくさんし、そしてたくさんの

友達が出来ました。 1日 目は、プラウニーのキャ

ンプファイヤーの手伝いをしました。初めての

ことで、みんな盛り上がってくれるか心配でし

たが、すごく楽しそうに歌ったり躍ったりして

くれて大成功でした。とても嬉しかったです。

もう一つ貴重な体験をしました。それは、天気

についてです。戸隠は、天候の変化が激しく 8

月にもかかわらずヒ∃ウが降ってきました。風

も強く、食堂フライは飛び、雨がやんだ後の片

付けが大変でした。でも、それによって得たも

のも大きく、大自然の中でのキャンプを体験す

ることができました。そして色々な団のたくさ

んの友達ができ、それぞれの団の情報を交換し

ました。楽しかったです。このキャンプで私は

―回りも二回りも大きく成長できました。楽し

かったです。

私はこめ30周年の支部キャンプに参加しまし

た。そこでさまざまなことを学んできました。

この中から2つ紹介しようと思います6

1つ 目は、時間についてです。私は団だけの

キャンプに参加した時も、このキャンプに参加

した時も、何かの集合時間におくれてしまって

いました。タップスの集合時間におくれてしまっ

たのです。いつも友達をまつていたり、自分の

ことをやっていたりしておくれてしまいます。

何度か直そうとしても直りません。もう中学生

なのでいいかげん直すように努力したいです。

2つ目は友達についてです。私は友達に話す

というより話してもうらうのをまつという方な

のでなかなか友達ができません。今回のキャン

プでも友達に話しかけられず、困っていたら相

手の方から、

「何団なの ?」「名前は ?」

などときいてきてくれました。みんながそんな

風にがんばっているので、私も自分から

「学校どこ ?」「何年生 ?」

などと、きける様になりました。このキャンプ

がおわって、学校でも大きな声で発言できる様

になりました。

私はこのキャンプを終えて大きく成長したと

思います。時間のこと、友達のこと…。さまざ

まなことが学べたのでとても良いキャンプになっ

たと思います。失敗することもあったけどとて

も良い経験になりました。今、このキャンプで

友達になった子と文通をしています。この友達

とは本当に初対面だったけど今は遊ぶことも考

えているく
・
らいです。この調子で友達の輪を広

げていきたいです|1本当にキャンブ、楽しかっ

た |||

シニア

田 真里杏

，
‐
　

　

〓
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よ

思

の
　
と

こ
　
い います。仲よくし たしたち

由■ルになれなからたけど、友だちがたくさん

できて、よかつたです。わたしたちは、 3パ ト

□―ルと4パ トロールで、会うさかいが多かっ

たけど、なかなか話すきかいがあまりなくて、

残念でした。―番心にのこったことは、ごはん

をつくるとき、こげてしまったことです。でも

おいしかったです。わたしたちは、キャンプファ

イヤーで、「世界に―つだけの花」と「かえる

の歌」の替え歌を歌いました。とても面白い歌

だったので、おもわず、笑ってしまって歌えま

せんでした。歌い終わったときも笑いがともら

なかったです。 かみなりや雨で大変だったけ
れど、 他の団のお友達やリーダー、同じパ ト
□―ルのお友達といっしょに、 3ぱ く4かすご

せて、よかったです。いっぱい思い出ができま

した。

第18団 シニア

土 田 梓

今回の30周年キャンプでは、いろいろなこと

を学びました。まず 1つ目に学んだことは、へっ

ついの使い方です。紙で説明はされていました

が、使うのは初めてだったの

で使い方を学びました。

のキャンプ

2つ目に学んだことは、旗上げです。今回初

めて旗上げをやらせてもらいました。 1回目は

まちがってしまいましたが、 2回 目になんとか

成功したので良かったです。もしこれから旗上

げをすることがあったら、このキャンプを思い

第18団ジュニア

小 林 優 衣

私は、戸隠に初めて行きました。すごく自然

がされいでした。たくさんの本があってその中

で私は白樺の木を初めて見たのですごいと思い

ました。

行く前の日は、いろんなイベントがあって楽

しそうだなぁと思ったり、ちょっと大変そうだ

なぁと思ったりもしました。でもパ トロールの

人達も明るくてよかったです。イベントは、シ

ニア・ レンジャーの考えた『30周年だよ 1全員

集合』が一番楽しかったです。あと、ミミちゃ

んという足長グモやいろんな虫がいたり、生ゴ

ミのしょりをやったり、カー トンドックを作っ

たり、初めて体験したことばかりでした。新し

く、なたの使い方やうたなども覚えました。大

雨がふって、少しイベントが少なくなって残念

でした。

大変だったけどいろんな体験ができてよかっ

たです。

-46-
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支部設立 30年記念式典

と  き
平成16年 10月 10日 (日 )

と こ ろ

新潟市民プラザ 6F
(NE×T21)

年記意痙典支 設立 3磐

記念式典次第
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ス
カ
ウ
ト

の
み
な
さ
ま

今
子
ど
も
時
代
に

集
会
を
休
ま
ず
続
け
る
こ
と

自
然
の
中
で
す
ご
す
こ
と

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と

楽
し
い
こ
と
も
楽
し
く
な
い
こ
と
も
経

験
す
る
こ
と

い
っ
ぱ
い
あ
そ
ぶ
こ
と

い
っ
ぱ
い
勉
強
す
る
こ
と

人
と
は
な
し
あ
う
こ
と

他
の
人
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と

こ
ん
な
こ
と
が
子
ど
も
に
は
と
っ
て
も

大
切
で
す

そ
し
て
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
を
続
け
る
と

こ
ん
な
こ
と
が
み
ん
な
で
き
ま
す
ね

た
の
し
く
活
動
を
つ
づ
け
て
く
だ
さ
い

（東
山
会
長
の
祝
辞
よ
り
）

日連会長お祝いの言葉 (代読 小平副会長)

名司会 レンジャースカウト

. 
・ [

18団のすばらしい

鼓笛隊
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〈スカウトコール〉抜粋

わっくわくキャンプは

雨がいっぱい降ったよ―。

晴れたときのお星様されいだった

10年続いたピースパック

7年間かけて集めたプルタブ

皆の協力があったから贈ること

が出来ました。

夢ハガキ～10年後の私はどうなって

いるでしょうか

これからの努力によって夢が10年後

には実現していることを願います。

皆の夢をつなげよう未来へ |!

“やくそく"厳粛に

来賓の皆さんと

30年をお祝いする

会場いつぱいのスカウトたち

感謝状贈呈
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みんなの思い
“10年後の手紙"

わ― 写ってるよ

一=51-

スカウト大好きだよ
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そ

やかな はありますが、

中で先人の御

時代のリ ダ スカウ トの皆さんの記録を少

にとどめ、継承していただければと念じ編集いた

。そして改めて30年の歩みを感慨深く振り返るこ

ました。

つな |ブ よ う未来ヘ

ガールスカウト新潟県支部

設立30年記念誌

印刷発行 :平成17年 10月

編集発行 :田ガールスカウト日本連盟

新潟県支部

刷 :同 東 新 印 刷

TEL 025-241-2700

し

この誌の内容は、設立30年の記念事業を中心にいたしま

したが、歴史の一つの区切りとして、また新しい時代へつ

なげていく一つの礎として御理解いただければ幸いです。

最後に記念誌の発行にあたり、御協力くださった方々に

心より感謝申し上げますとともに今後も変わら捺御支援、

ご鞭撻くださいますよう宜しくお願いします。

平成17年 10月

E日
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